
は
じ
め
に

思
考
力
の
育
成
は
、
学
校
教
育
に
お
け
る
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

知
識
・
技
能
お
よ
び
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
と
と
も
に

学
力
の
三
要
素
と
さ
れ
て
い
る
。
思
考
指
導
の
方
法
と
し
て
は
、

教
科
内
容
か
ら
独
立
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
指
導
す
る
一
般

的
（general

）
ア
プ
ロ
ー
チ
、
教
科
内
容
を
習
得
す
る
過
程
の
中
で

思
考
の
し
か
た
の
指
導
も
取
り
入
れ
る
注
入
（
導
入
）（infusion
）

ア
プ
ロ
ー
チ
、
教
科
内
容
を
指
導
し
習
得
さ
せ
る
こ
と
が
同
時
に

思
考
の
し
か
た
の
指
導
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
集
中
（
没
入
）

（im
m
ersion

）
ア
プ
ロ
ー
チ
の
三
つ
が
あ
る

盧
。
日
本
に
お
い
て

は
、
教
科
書
を
用
い
た
教
科
内
容
の
習
得
に
重
点
が
置
か
れ
て
き

た
た
め
、
思
考
力
は
各
教
科
の
学
習
に
付
随
す
る
形
の
注
入
も
し

く
は
集
中
ア
プ
ロ
ー
チ
が
中
心
と
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
点
に
関
し
て
、2016

（
平
成
28
）年
に
出
さ
れ
た
中
央
教
育

審
議
会
答
申
は
示
唆
的
で
あ
る
。
答
申
に
お
い
て
は
、「
何
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
か
（
資
質
・
能
力
）」「
何
を
学
ぶ
か
（
教
科
等
）」

「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）」
の
観
点

か
ら
、
教
育
課
程
を
編
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち

育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
は
、
知
識
・
技
能
、
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
お
よ
び
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
か
ら
成
り
、
前

述
の
学
力
の
三
要
素
と
も
対
応
す
る
。

こ
れ
ら
の
資
質
・
能
力
は
、
各
教
科
等
に
お
い
て
育
ま
れ
る
資

質
・
能
力
、
教
科
等
を
越
え
た
全
て
の
学
習
の
基
盤
と
し
て
育
ま

れ
活
用
さ
れ
る
資
質
・
能
力
、
現
代
的
な
諸
課
題
に
対
応
し
て
求

め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
教
科
等
を

越
え
た
全
て
の
学
習
の
基
盤
と
し
て
育
ま
れ
活
用
さ
れ
る
資
質
・
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総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
け
る
「
考
え
る
時
間
」
の
授
業
構
想

│
思
考
ス
キ
ル
の
一
般
的
ア
プ
ロ
ー
チ
│

樋
　
口
　
直
　
宏



能
力
に
は
、
読
解
力
、
情
報
活
用
能
力
の
ほ
か
、
物
事
を
多
面

的
・
多
角
的
に
吟
味
し
見
定
め
て
い
く
力
（
い
わ
ゆ
る
「
ク
リ
テ

ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
」）、
統
計
的
な
分
析
に
基
づ
き
判
断
す
る

力
、
問
題
発
見
・
解
決
能
力
が
あ
げ
ら
れ
る

盪
。
こ
の
よ
う
に
、

教
科
等
を
越
え
て
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
は
従
来
と
異
な

る
と
ら
え
方
で
あ
り
、
思
考
指
導
に
つ
い
て
も
注
入
も
し
く
は
集

中
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
一
般
的
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
転
換
可
能
性
が
示

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
教
科
等
を
越

え
た
全
て
の
学
習
の
基
盤
」
が
教
育
課
程
上
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
横

断
的
・
総
合
的
な
学
習
を
行
う
た
め
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

が
あ
り
、
答
申
に
お
い
て
も
「
教
科
横
断
的
に
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
に
つ
い
て
は
、
総
則
の
見
直
し
を
踏
ま
え
て
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に
関
し
て
も
必
要
な
規
定
を
置
く
こ
と
が
適
当
で
あ

る
」
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
「
情
報
を
可
視
化
し
操
作
化
す
る
思
考

ツ
ー
ル
の
活
用
」
や
「
情
報
の
整
理
・
分
析
に
関
す
る
思
考
の
ス

キ
ル
」
の
よ
う
に
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
指
導
方
法
と
し
て

思
考
ス
キ
ル
（
思
考
技
能
）
や
思
考
ツ
ー
ル
に
言
及
し
た
点
も
特

徴
で
あ
る

蘯
。

以
上
を
ふ
ま
え
て
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
念
頭
に
置
き
な

が
ら
、
思
考
指
導
の
一
般
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
開
発
す
る
こ
と
は
思

考
力
の
育
成
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
教
科
等
を
越
え
た

全
て
の
学
習
の
基
盤
が
強
調
さ
れ
て
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
教
科
指

導
に
重
点
が
置
か
れ
て
し
ま
っ
て
は
、「
当
該
教
科
等
に
お
け
る
文

脈
以
外
の
、
実
社
会
の
様
々
な
場
面
で
活
用
で
き
る
汎
用
的
な
能

力
」
を
育
成
す
る
こ
と
は
難
し
い

盻
。
そ
れ
は
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
と
っ
て
も
、
国
際
理
解
、
情
報
、
環
境
、
福
祉
・
健
康
と

い
っ
た
特
定
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
学
習
と
は
異
な
る
授
業
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
上
で
も
意
味
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
思
考
ス
キ
ル
や
思
考
ツ
ー
ル
を
「
考
え
る

時
間
」
と
し
て
実
践
し
た
事
例
を
取
り
上
げ
、
そ
の
理
念
や
特
徴

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
分
析
対
象
と
し
た
学
校

は
、
つ
く
ば
市
立
春
日
学
園
義
務
教
育
学
校
で
あ
り
、
同
校
は

2012

（
平
成
24
）年
の
開
校
以
来
、
小
中
一
貫
教
育
の
特
色
を
出
し

な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
実
践
を
試
み
て
き
た
。
筆
者
は
、
同
校
の
学

校
評
議
員
を
開
校
以
来
務
め
な
が
ら
、
学
校
運
営
や
授
業
実
践
に

協
力
し
て
お
り
、「
考
え
る
時
間
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
具
体
的

な
研
究
課
題
お
よ
び
方
法
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
に
、
思
考
指
導
の
前
提
と
な
る
思
考
ス
キ
ル
お
よ
び
思
考

ツ
ー
ル
に
つ
い
て
、
理
論
お
よ
び
他
校
の
事
例
と
と
も
に
そ
の
特

徴
を
整
理
す
る
。
第
二
に
、「
考
え
る
時
間
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
お

よ
び
授
業
に
つ
い
て
、
春
日
学
園
が
ま
と
め
た
実
践
事
例
集
を
用
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い
な
が
ら
、
開
発
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
に
、「
考
え
る
時

間
」
の
授
業
実
践
に
つ
い
て
、
単
元
計
画
を
手
が
か
り
に
特
徴
お

よ
び
課
題
を
考
察
す
る
。

１
　
思
考
ス
キ
ル
と
思
考
ツ
ー
ル
の
活
用

思
考
ス
キ
ル
は
、
抽
象
的
か
つ
複
雑
な
思
考
と
い
う
概
念
を
技

能
の
形
で
要
素
化
、
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
ブ
ル
ー
ム
（B

.S.B
loom

）
ら
は
『
教
育
目
標
の

分
類
学
』
に
お
い
て
、
認
知
領
域
、
情
意
領
域
、
感
覚
運
動
領
域

の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
教
育
目
標
の
要
素
化
を
試
み
た
。
認
知
領

域
に
つ
い
て
は
、
知
識
、
理
解
、
応
用
、
分
析
、
総
合
、
評
価
を

さ
ら
に
細
か
く
分
類
し
た
が
、
こ
れ
も
思
考
ス
キ
ル
に
あ
て
は
ま

る
眈
。

そ
の
後1980

年
代
に
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
ニ
ュ
ー
ベ
イ
シ

ッ
ク
ス
と
し
て
思
考
ス
キ
ル
を
直
接
指
導
す
る
動
き
が
高
ま
る
が
、

そ
こ
で
も
基
盤
と
な
っ
た
の
は
ブ
ル
ー
ム
の
分
類
学
で
あ
る
。
例

え
ば
、
マ
ル
ザ
ー
ノ
（R

.J.M
arzano

）
ら
は
、
表
１
の
よ
う
に

思
考
ス
キ
ル
を
焦
点
化
、
情
報
収
集
、
記
憶
、
組
織
、
分
析
、
生

成
、
統
合
、
評
価
の
技
能
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
具
体

化
し
た

眇
。
そ
の
後
も
マ
ル
ザ
ー
ノ
ら
は
ブ
ル
ー
ム
理
論
の
改
訂

を
試
み
、
そ
こ
で
は
新
し
い
課
題
に
取
り
組
む
か
ど
う
か
を
決
め

る
自
己
シ
ス
テ
ム
、
目
標
や
到
達
す
べ
き
道
筋
を
設
定
す
る
メ
タ

認
知
シ
ス
テ
ム
、
必
要
な
情
報
を
処
理
す
る
認
知
シ
ス
テ
ム
お
よ

び
そ
れ
ら
に
必
要
な
内
容
を
提
供
す
る
知
識
領
域
か
ら
成
る
新
し

い
分
類
学
を
提
案
し
た

眄
。
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・焦点化技能 1）問題の定義　2）目標の設定

・情報収集技能 3）観察　4）質問形成

・記憶技能 5）記号化　6）想起

・組織技能 7）比較　8）分類　9）順序づけ

10）表象化

・分析技能 11）属性と構成要素の特定

12）関係と様式の特定

13）主要な考えの特定

14）誤りの特定

・生成技能 15）推理　16）予測　17）詳細化

・統合技能 18）要約　19）再構造化

・評価技能 20）規準の設定　21）実証

表１　マルザーノらによる思考スキル



ま
た
、
思
考
ス
キ
ル
の
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
影
響
を
与
え

た
ベ
イ
ヤ
ー
（B

.K
.B

eyer

）
も
、
思
考
を
メ
タ
認
知
機
能
お
よ

び
認
知
機
能
か
ら
成
る
心
的
操
作
と
み
な
し
た
。
こ
の
う
ち
認
知

機
能
は
、
表
２
の
よ
う
に
思
考
方
略
、
批
判
的
思
考
ス
キ
ル
、
ミ

ク
ロ
な
思
考
ス
キ
ル
に
分
け
ら
れ
、
問
題
解
決
や
意
思
決
定
を
行

う
過
程
と
し
て
批
判
的
思
考
が
具
体
化
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を

実
行
す
る
際
に
ミ
ク
ロ
な
思
考
ス
キ
ル
を
用
い
る
と
い
う
構
造
に

な
っ
て
い
る

眩
。

こ
の
よ
う
に
、
マ
ル
ザ
ー
ノ
と
ベ
イ
ヤ
ー
と
で
は
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
レ
ベ
ル
が
異
な
る
も
の
の
、
両
者
に
共
通
す
る
要
素
も
多
い
。

具
体
的
に
は
、
ブ
ル
ー
ム
の
分
類
学
に
あ
る
分
析
、
総
合
、
評
価

の
ほ
か
に
も
、
問
題
の
定
義
（
認
識
）、
目
標
の
設
定
（
定
義
）、

想
起
、
比
較
、
分
類
、
順
序
づ
け
（
配
列
）、（
論
理
的
）
誤
り
の

特
定
、
推
理
（
推
論
）
と
い
っ
た
要
素
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
、
泰
山
ら
が
学
習
指
導
要
領
お
よ
び

解
説
の
記
述
を
用
い
て
、
教
科
共
通
の
思
考
ス
キ
ル
を
分
析
し
た
。

そ
の
結
果
、「
多
面
的
に
み
る
」「
変
化
を
と
ら
え
る
」「
順
序
立
て

る
」「
比
較
す
る
」「
分
類
す
る
」「
変
換
す
る
」「
関
係
づ
け
る
」

「
関
連
づ
け
る
」「
理
由
づ
け
る
」「
見
通
す
」「
抽
象
化
す
る
」「
焦

点
化
す
る
」「
評
価
す
る
」「
応
用
す
る
」「
構
造
化
す
る
」「
推
論

す
る
」「
具
体
化
す
る
」「
広
げ
て
み
る
」「
要
約
す
る
」
と
い
う
19
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表２　ベイヤーによる思考スキル

問題解決 1．問題の認識　2．問題の表象　3．解決計画

の生成・選択　4．計画の実行　5．解決の評価

意思決定 1．目標の定義　2．選択肢の特定　3．選択肢の

分析　4．選択肢のランク付け　5．最も高くラ

ンクされた選択肢の判断　6．最善の選択肢の

選択

概 念 化 １．事例の特定　２．共通の属性の特定　３．

属性の分類 ４．属性のカテゴリーの相関

５．付加的な事例や例外の特定　６．概念属性

や構造の修正

１．実証可能な事実と価値主張との区別　２．無関連な情

報、主張、理由から関連するものを区別　３．陳述の事

実上の正確さを決定　４．情報の信頼性の決定　５．あい

まいな主張や議論の特定　6．述べられていない仮説の特

定　7．偏見（バイアス）の指摘　8．論理的誤りの特定

9．推論系列における論理的非一貫性の認識　10．議論や

主張の強度（strength）の決定

1．想起　2．言い換え　3．解釈　4．外挿　5．適用　6．分析

(比較、対照、分類、配列）7．統合　8．評価／推論（帰

納的、演繹的、類推的）

Ⅰ．思考方略

Ⅱ．批判的思考

スキル

Ⅲ．ミクロな

思考スキル



の
ス
キ
ル
が
教
科
共
通
の
思
考
と
し
て
抽
出
さ
れ
た

眤
。
こ
れ
ら

は
、
マ
ル
ザ
ー
ノ
と
ベ
イ
ヤ
ー
に
共
通
す
る
要
素
も
多
い
が
、「
多

面
的
に
み
る
」「
変
化
を
と
ら
え
る
」「
見
通
す
」「
抽
象
化
す
る
」

「
焦
点
化
す
る
」
の
よ
う
に
、
思
考
過
程
の
メ
タ
認
知
的
要
素
も
含

ま
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

さ
ら
に
泰
山
自
身
が
関
わ
り
、
こ
れ
ら
の
思
考
ス
キ
ル
の
指
導

を
実
践
し
た
の
が
関
西
大
学
初
等
部
で
あ
る
。
同
校
に
お
い
て
は
、

「
考
え
る
と
は
何
な
の
か
。
ど
う
し
た
ら
、
本
当
に
『
考
え
る
』
子

ど
も
を
育
て
ら
れ
る
の
か
」
と
い
う
問
い
の
下
、
実
践
研
究
を
進

め
て
い
る

眞
。
そ
れ
は
、「
考
え
る
」
と
い
う
概
念
の
具
体
化
、
思

考
ツ
ー
ル
の
開
発
、「
ミ
ュ
ー
ズ
学
習
」
お
よ
び
教
科
に
お
け
る
授

業
実
践
の
三
つ
か
ら
成
る
。

第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
泰
山
の
研
究
に
基
づ
い
た
思
考
ス
キ

ル
を
行
動
目
標
と
し
て
設
定
し
た
。
そ
の
う
え
で
、「
考
え
る
」
こ

と
に
特
化
し
た
「
ミ
ュ
ー
ズ
学
習
」
の
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
に

あ
た
っ
て
、「
比
較
す
る
」「
分
類
す
る
」「
関
連
づ
け
る
」「
多
面

的
に
み
る
」「
構
造
化
す
る
」「
評
価
す
る
」
の
六
つ
の
思
考
ス
キ

ル
に
絞
り
込
み
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
１
〜
６
年
の

各
学
年
目
標
と
し
て
具
体
化
さ
れ
た

眥
。

第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、「
シ
ン
キ
ン
グ
ツ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
る

思
考
ツ
ー
ル
を
開
発
し
た
。
そ
れ
は
、
頭
の
中
に
あ
る
情
報
を
書

き
込
む
た
め
の
枠
組
み
で
あ
り
、
イ
メ
ー
ジ
や
情
報
を
外
に
出
す

こ
と
の
促
進
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
六
つ
の
思
考

ス
キ
ル
に
対
応
し
た
以
下
の
思
考
ツ
ー
ル
が
あ
る

眦
。

・
比
較
す
る：

ベ
ン
図

・
分
類
す
る：

Ｘ
チ
ャ
ー
ト
、
Ｙ
チ
ャ
ー
ト

・
多
面
的
に
み
る：

く
ま
手
図
、
お
魚
（
フ
ィ
ッ
シ
ュ
）
ボ
ー
ン

図
、
ボ
ー
ン
図

・
関
連
づ
け
る：

コ
ン
セ
プ
ト
マ
ッ
プ
、
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ

・
構
造
化
す
る：

な
ぜ
・
な
に
シ
ー
ト
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
チ
ャ
ー
ト

・
評
価
す
る：

PM
I

分
析
表

第
三
の
点
に
つ
い
て
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
図
書
の
時

間
の
一
部
を
充
て
る
形
で
、「
ミ
ュ
ー
ズ
学
習
」
を
１
〜
５
年
で
12

時
間
程
度
ず
つ
設
定
し
た
。
１
〜
３
年
生
に
つ
い
て
は
、
６
つ
の

ス
キ
ル
を
二
時
間
か
け
て
習
得
す
る
授
業
が
月
に
一
回
の
割
合
で

実
施
さ
れ
る
。
４
・
５
年
生
は
、
複
数
の
ス
キ
ル
を
組
み
合
わ
せ

た
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
課
題
を
実
施
し
、
さ
ら
に
６
年

生
で
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
思
考
ス
キ
ル
を
活
用
す
る
こ
と

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
ミ
ュ
ー
ズ
学
習
で
は
、
児
童
の
思
考
を
評
価
す
る
基
準
と

し
て
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
使
用
す
る

眛
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
Ｓ

（super：
期
待
す
る
思
考
活
動
以
上
に
、
何
か
プ
ラ
ス
α
が
見
ら
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れ
る
）
、
Ａ
（
期
待
す
る
思
考
活
動
が
十
分
見
ら
れ
る
）
、

Ｂ
（
期
待
す
る
思
考
活
動
は
見
ら
れ
る
が
、
未
到
達
な
部
分
も
あ

る
）、
Ｃ
（
期
待
す
る
思
考
活
動
が
見
ら
れ
な
い
）
か
ら
成
り
、
例

え
ば
「
関
連
づ
け
る
」
と
「
比
較
す
る
」
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
比
較
す
る

Ｓ：

背
景
に
潜
む
相
違
点
と
共
通
点
を
も
と
に
自
分
の
考
え

を
も
つ
。

Ａ：

背
景
に
潜
む
相
違
点
と
共
通
点
を
指
摘
す
る
。

Ｂ：

明
示
的
な
相
違
点
、
共
通
点
を
指
摘
す
る
。

Ｃ：

相
違
点
、
共
通
点
の
指
摘
が
不
正
確
で
あ
る
。

・
関
連
づ
け
る

Ｓ：

つ
な
が
り
を
も
と
に
、
筋
道
立
て
て
自
分
の
考
え
を
説

明
す
る
。

Ａ：

意
味
を
も
っ
て
、
こ
と
ば
と
こ
と
ば
に
つ
な
が
り
を
見

つ
け
る
。

Ｂ：

こ
と
ば
と
こ
と
ば
の
つ
な
が
り
は
見
つ
け
よ
う
と
し
て

い
る
。

Ｃ：

見
つ
け
ら
れ
な
い
。

授
業
に
お
い
て
は
、
単
元
内
容
に
即
し
て
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
が
具

体
化
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
各
段
階
に
お
け
る
児
童
の
状
態
を
、
誰

が
見
て
も
判
定
が
一
致
す
る
よ
う
に
児
童
の
立
場
に
立
っ
た
記
述

で
表
す
。
ま
た
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
に
は
児
童
も
何
ら
か
の

形
で
関
わ
り
、
教
師
と
共
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

具
体
的
な
単
元
と
し
て
は
、「
り
ん
ご
と
み
か
ん
を
比
べ
る
（
比

較
す
る
）」「
学
級
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
（
分
類
す
る
）」「『
ペ

ッ
ト
を
飼
う
な
ら
犬
の
方
が
よ
い
』
そ
の
理
由
と
根
拠
は
？
（
多

面
的
に
み
る
）」「
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
の
特
色
を
ま
と
め
る

（
関
連
づ
け
る
）」「
児
童
会
の
活
動
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え

は
？
（
構
造
化
す
る
）」「
学
習
発
表
会
の
『
よ
か
っ
た
点
』『
問
題

点
』
を
見
つ
け
る
（
評
価
す
る
）」
等
が
あ
る

眷
。
な
お
同
校
で
は

中
学
部
に
お
い
て
も
、「
考
え
る
科
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

２
　
思
考
ス
キ
ル
の
育
成
に
お
け
る
「
論
理
語
彙
」
の

活
用
と
「
考
え
る
時
間
」

春
日
学
園
は
、
つ
く
ば
市
内
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
人

口
増
に
伴
っ
て
新
設
さ
れ
た
学
校
で
あ
り
、
当
初
は
施
設
一
体
型

の
春
日
小
学
校
・
春
日
中
学
校
と
し
て
開
校
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

春
日
学
園
に
は
前
身
と
な
る
学
校
が
な
く
、
学
校
と
し
て
の
特
色

も
自
由
に
構
築
で
き
る
状
況
に
あ
っ
た
。
ま
た
春
日
学
園
の
開
校

に
あ
わ
せ
て
、
つ
く
ば
市
全
体
が
小
中
一
貫
教
育
を
実
施
す
る
こ
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と
と
な
り
、
す
べ
て
の
学
校
が
教
育
課
程
特
例
校
と
な
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
全
部
お
よ
び
他
教
科

の
一
部
を
用
い
て
「
つ
く
ば
ス
タ
イ
ル
科
」
を
設
置
し
た
。「
つ
く

ば
ス
タ
イ
ル
科
」
は
、「
環
境
」「
キ
ャ
リ
ア
」「
歴
史
・
文
化
」

「
健
康
・
安
全
（
防
災
）」
か
ら
成
り
、
こ
れ
に
加
え
て
「
外
国
語

活
動
」
お
よ
び
各
学
校
で
独
自
に
単
元
内
容
を
設
定
す
る
「
サ
テ

ラ
イ
ト
」
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
中
心
に
、「
問
題
解

決
」「
自
己
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
創
造
革
新
」「
相
互
作
用
」「
情
報

IC
T

」「
つ
く
ば
市
民
」
を
は
じ
め
と
す
る
６
種
12
の
力
が
つ
く
ば

次
世
代
型
ス
キ
ル
と
し
て
設
定
さ
れ
た

眸
。

こ
の
よ
う
な
中
、
春
日
学
園
で
は
小
中
一
貫
教
育
と
と
も
に
論

理
的
思
考
力
の
育
成
が
目
指
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
の

活
動
を
言
語
化
す
る
た
め
の
「
論
理
語
彙
」
が
以
下
の
よ
う
に
開

発
さ
れ
た

睇
。

盧
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
・
読
み
取
る
視
点

・
方
策
（「
ど
う
す
れ
ば
解
決
す
る
か
」）、
影
響
（「
こ
の
ま
ま
だ

と
ど
う
な
る
か
」）、
問
題
（「
直
す
べ
き
こ
と
は
」）、
原
因

（「
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
」）、
目
的
（「
何
の
た
め
に
」）、
本
質

（「
本
当
の
〜
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
」）

盪
自
分
の
考
え
を
説
明
す
る
と
き
に
使
え
る
言
葉

・
判
断
を
表
す
と
き
の
言
葉：

断
定
・
否
定
（「
〜
に
違
い
な
い
」）、
伝
聞
（「
〜
だ
そ
う
で

あ
る
」）、
推
定
・
推
量
・
推
測
（「
〜
と
考
え
ら
れ
る
」）、
程
度

（「
さ
ほ
ど
〜
で
は
な
い
」）

・
考
え
の
筋
道
（
つ
な
が
り
）
を
表
す
言
葉：

条
件
付
け
（「
も
し
〜
な
ら
ば
」）、
比
較
・
関
連
づ
け
（「
〜

に
対
し
て
」）、
ま
と
め
（「
し
た
が
っ
て
」）、
転
換
（「
と
こ
ろ

で
」）、
重
み
付
け
（「
特
に
」）、
原
因
・
理
由
・
根
拠
（「
な
ぜ

な
ら
」）、
例
示
（「
例
え
ば
」）

蘯
自
分
・
相
手
の
考
え
の
価
値
を
判
断
す
る
（
判
断
を
伝
え
る
）

と
き
に
使
え
る
言
葉

・「
良
い
点
・
利
点
・
長
所
が
あ
る
」「
改
善
点
が
あ
る
」
と
い
っ

た
判
断
の
際
に
用
い
る
言
葉
、「
緻
密
な
│
粗
雑
な
」「
適
切
な

│
不
適
切
な
」
と
い
っ
た
観
点
を
示
す
語
彙

こ
れ
ら
の
論
理
語
彙
に
加
え
て
、
盻
考
え
を
交
流
す
る
と
き
に

大
切
な
こ
と
と
し
て
、
説
明
や
話
し
合
い
の
し
か
た
が
ま
と
め
ら

れ
た
。
そ
れ
は
「
話
し
合
い
の
目
的
を
確
認
し
よ
う
」「
話
し
合
い

を
整
理
し
て
ま
と
め
よ
う
」「
様
々
な
意
見
を
合
わ
せ
て
、
よ
り
良

い
考
え
を
作
り
出
そ
う
」
に
分
け
ら
れ
、
話
し
手
と
聞
き
手
の
そ

れ
ぞ
れ
の
側
に
お
け
る
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
た
。
論
理
語
彙
は
、

思
考
ツ
ー
ル
と
と
も
に
学
習
の
手
引
き
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
児

童
生
徒
は
授
業
中
に
そ
れ
を
手
元
に
置
い
て
参
照
し
な
が
ら
話
し
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合
い
等
の
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

開
校
２
年
目
か
ら
は
、「
つ
く
ば
ス
タ
イ
ル
科
」
の
「
サ
テ
ラ
イ

ト
」
の
時
間
を
利
用
し
て
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
に
対
し
て
毎
月

約
１
回
（
年
８
回
）「
考
え
る
時
間
」
の
授
業
を
設
け
た
。
春
日
学

園
で
は
、
関
西
大
学
初
等
部
で
の
思
考
ス
キ
ル
に
「
推
論
（
予
想
）

す
る
」
と
「
分
析
す
る
」
を
加
え
て
８
種
類
と
し
た
。
思
考
ツ
ー

ル
も
、
関
西
大
学
初
等
部
で
は
「
多
面
的
に
み
る
」
で
用
い
て
い

た
お
魚
（
フ
ィ
ッ
シ
ュ
）
ボ
ー
ン
図
と
ボ
ー
ン
図
を
「
分
析
す
る
」

で
用
い
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ル
に
前
述
の
論
理
語
彙

を
結
び
つ
け
た
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
図
１
）。

・
比
較
す
る
（「
特
徴
」「
視
点
・
論
点
」「
整
理
」「
対
比
」）：

ベ
ン
図
、
座
標

・
分
類
す
る
（「
視
点
・
観
点
」「
整
理
」「
創
造
」）：

Ｘ
チ
ャ
ー
ト
、
Ｙ
チ
ャ
ー
ト
、
Ｗ
チ
ャ
ー
ト

・
関
連
づ
け
る
（「
関
連
・
関
係
」「
因
果
」「
相
関
」「
順
序
」）：

コ
ン
セ
プ
ト
マ
ッ
プ
、
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ

・
推
論
す
る
（「
仮
定
」「
根
拠
」「
予
想
・
見
通
し
」）：

キ
ャ
ン
デ
ィ
チ
ャ
ー
ト

・
多
面
的
に
み
る
（「
視
点
」「
立
場
」「
意
見
・
主
張
」）：

く
ま
手
図
、
バ
タ
フ
ラ
イ
チ
ャ
ー
ト

・
分
析
す
る
（「
原
因
・
要
因
」「
部
分
と
全
体
」）：

フ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ン
図

・
評
価
す
る
（「
も
の
さ
し
」「
判
断
」）：

PM
I

分
析
表

・
構
造
化
す
る
（「
主
張
」「
理
由
」「
関
係
」「
筋
道
」）：

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
チ
ャ
ー
ト

こ
れ
ら
を
も
と
に
、
48
回
（
６
学
年
×
８
回
）
分
の
年
間
指
導

計
画
が
表
３
の
よ
う
に
考
案
さ
れ
、「
考
え
る
時
間
」
に
お
い
て
実

施
さ
れ
た

睚
。
さ
ら
に
開
校
３
年
目
か
ら
４
年
目
に
か
け
て
は
、

７
〜
９
学
年
（
中
学
校
段
階
）
も
含
め
て
、
各
教
科
お
よ
び
教
科

外
活
動
に
お
い
て
、
上
記
の
思
考
ス
キ
ル
や
思
考
ツ
ー
ル
を
活
用

す
る
単
元
が
開
発
さ
れ
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
同
校
お
よ
び
つ
く
ば
市
はIC

T

教
育
に

力
を
入
れ
て
い
る
た
め
、
授
業
に
お
い
て
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
思
考

ツ
ー
ル
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
掲
載
し
て
そ
こ
に
児
童
生
徒
が
直
接

入
力
し
た
り
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
の
思
考
ツ
ー
ル
を
電
子
黒
板
上

に
提
示
し
て
発
表
や
相
互
検
討
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
授
業
も
行

わ
れ
た
。

な
お
春
日
学
園
は
、
平
成
27
・
28
年
度
に
国
立
教
育
政
策
研
究

所
教
育
課
程
研
究
指
定
校
（
論
理
的
思
考
）、
お
よ
び
平
成
26
・
27

年
度
に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
教
育
財
団
特
別
研
究
指
定
校
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
研
究
成
果
は
発
表
会
と
し
て
公
開
さ
れ
た
。
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図１　主要な思考ツール

・ベン図 ・キャンディチャート

・Ｘチャート、Ｙチャート、Ｗチャート

・くま手図

・ＰＭＩ図 ・ピラミッドチャート

・バタフライチャート ・フィッシュボーン図
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表
３
「
考
え
る
時
間
」
年
間
指
導
計
画



３
　
「
考
え
る
時
間
」
の
授
業
事
例

そ
れ
で
は
、「
考
え
る
時
間
」
で
は
ど
の
よ
う
な
授
業
が
構
想
さ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
指
導
計
画
案
の
中
か
ら
、
三
つ
の
授
業

（
各
１
時
間
）
を
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
教
科
へ
の
応
用
例
に
つ

い
て
も
二
つ
の
授
業
を
検
討
す
る
。

盧

考
え
る
時
間
（
分
類
す
る
）
１
年
生
「
学
校
で
使
う
も
の
を

な
か
ま
わ
け
し
よ
う
」

睨

こ
の
授
業
で
は
、
Ｗ
チ
ャ
ー
ト
を
使
っ
て
、
い
く
つ
か
の
ま
と

ま
り
に
区
分
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。
授
業
に
お
い
て
は
ま

ず
、
物
を
片
付
け
る
と
い
う
場
面
を
想
定
し
て
、「
た
く
さ
ん
の
も

の
が
あ
る
ね
。
ど
こ
に
か
た
づ
け
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
。」
と
い
う

発
問
と
と
も
に
、
学
校
で
使
う
も
の
の
し
ま
い
方
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
る
。
例
え
ば
、
タ
ン
ブ
リ
ン
は
音
楽
室
に
、
マ
ウ
ス
は
パ
ソ

コ
ン
室
に
片
付
け
る
こ
と
を
児
童
は
確
認
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

用
途
ご
と
に
ま
と
め
て
整
理
す
る
と
片
付
け
や
す
い
こ
と
に
気
づ

か
せ
、
な
か
ま
わ
け
と
結
び
つ
け
る
。

こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
仲
間
に
分
け
る
道
具
と
し
て
Ｗ
チ
ャ
ー
ト

を
用
い
る
こ
と
を
教
師
は
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
使
用
法
に

つ
い
て
説
明
す
る
。
Ｗ
チ
ャ
ー
ト
は
対
象
を
５
つ
に
分
類
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
分
類
の
し
か
た
や
観
点
と
と
も
に
分
類
で
き

る
こ
と
が
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
お
け
る
Ｓ
評
価
と
な
る
。
教
師
は
、

対
象
の
実
物
を
準
備
す
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
Ｗ
チ
ャ

ー
ト
と
対
象
物
の
写
真
カ
ー
ド
を
配
布
す
る
。

実
際
の
分
類
例
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
ボ
ー
ル
、
バ
ト
ン
、
お
お
な
わ
　→

体
育

・
小
ほ
う
き
、
ぞ
う
き
ん
　→

そ
う
じ

・
粘
土
板
、
ボ
ン
ド
、
両
面
テ
ー
プ
　→

図
工

・
マ
ウ
ス
　→

パ
ソ
コ
ン

・
タ
ン
ブ
リ
ン
、
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
、
Ｃ
Ｄ
　→

音
楽

こ
こ
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
分
類
基
準
に
対
象
物
を

対
応
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
児
童
自
ら
が
基
準
を
考
え
な
が
ら
分

類
し
て
い
く
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
作
業
後
に
、

全
体
で
分
類
の
し
か
た
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
授
業
の
最
後
に

は
仲
間
に
分
け
る
と
片
付
け
が
し
や
す
い
こ
と
を
振
り
返
る
。

盪
　
考
え
る
時
間
（
推
論
す
る
）
２
年
生
「
も
し
も
い
ろ
い
ろ
な

紙
が
き
ゅ
う
に
な
く
な
っ
た
ら
」睫

こ
の
授
業
で
は
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
チ
ャ
ー
ト
を
使
っ
て
、
事
実
や

類
似
点
を
も
と
に
し
て
別
の
事
柄
を
推
し
は
か
る
こ
と
が
ね
ら
い
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で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
推
論
す
る
」
は
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か

と
い
う
原
因
や
理
由
よ
り
も
、
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
予
想
の
意

味
で
主
に
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
紙
が
な
く
な
る
と
い
う
こ

れ
か
ら
起
こ
り
う
る
事
態
に
対
す
る
結
果
を
、
理
由
と
と
も
に
考

え
さ
せ
て
い
る
。

授
業
に
お
い
て
は
ま
ず
、
何
か
を
予
想
し
て
考
え
た
こ
と
が
あ

る
か
を
教
師
が
児
童
に
た
ず
ね
る
。
そ
の
う
え
で
、
例
え
ば
「
自

分
が
男
（
女
）
だ
っ
た
ら
」
と
い
っ
た
例
題
に
つ
い
て
、
自
分
の

予
想
を
キ
ャ
ン
デ
ィ
チ
ャ
ー
ト
に
当
て
は
め
な
が
ら
使
い
方
を
知

る
。
キ
ャ
ン
デ
ィ
チ
ャ
ー
ト
は
、
左
側
に
課
題
で
あ
る
「
も
し
〜

な
ら
」
を
記
入
し
、
真
ん
中
に
自
分
の
予
想
を
記
入
す
る
。
右
側

に
は
、「
な
ぜ
な
ら
」
と
し
て
予
想
の
根
拠
と
な
る
理
由
を
考
え
て

書
く
。

こ
れ
ら
の
後
に
、「
も
し
も
い
ろ
い
ろ
な
紙
が
き
ゅ
う
に
な
く
な

っ
た
ら
」
と
い
う
課
題
に
対
す
る
、
予
想
と
予
想
し
た
理
由
を
考

え
る
活
動
に
取
り
組
む
。
本
時
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
キ
ャ
ン
デ

ィ
チ
ャ
ー
ト
が
二
つ
書
か
れ
て
お
り
、
児
童
は
二
つ
の
答
え
を
考

え
る
。
実
践
事
例
集
に
よ
れ
ば
、
あ
る
児
童
の
答
え
は
、「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
ち
へ
い
く
の
が
た
い
へ
ん
に
な
る
だ
ろ
う
」
で
あ
り
、
理

由
に
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ち
へ
も
っ
て
い
く
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ

っ
て
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
つ
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
お
お
に
も
つ
で
い

か
な
い
と
い
け
な
く
な
る
か
ら
だ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
も

う
一
つ
の
答
え
は
、「
お
え
か
き
が
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
」
で
あ

り
、
そ
の
理
由
は
「
紙
が
な
い
と
書
く
場
所
が
な
く
な
る
か
ら
だ
」

で
あ
っ
た
。

個
人
作
業
の
後
、
考
え
た
予
想
の
理
由
が
納
得
で
き
る
も
の
で

あ
る
か
ど
う
か
を
、
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
ク
ラ
ス
全
体
で
話
し
合
う
。

仮
定
に
対
し
て
多
く
の
友
だ
ち
が
支
持
で
き
る
理
由
を
挙
げ
て
予

想
を
し
て
い
る
か
が
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
基
準
と
な
る
。

蘯

考
え
る
時
間
（
多
面
的
に
見
る
）
６
年
生
「『
６
年
生
に
お
こ

づ
か
い
は
必
要
で
あ
る
』
と
い
う
意
見
に
つ
い
て
、
賛
成
・
反

対
両
方
の
意
見
を
考
え
、
自
分
の
主
張
を
ま
と
め
て
み
よ
う
」睛

こ
の
授
業
で
は
、
バ
タ
フ
ラ
イ
チ
ャ
ー
ト
を
活
用
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
視
点
か
ら
物
事
を
見
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。
バ
タ
フ

ラ
イ
チ
ャ
ー
ト
は
蝶
の
形
を
し
て
お
り
、「
強
い
賛
成
」「
強
い
反

対
」
を
左
右
の
羽
の
両
端
に
置
く
。
羽
の
中
間
に
は
「
賛
成
」「
反

対
」
を
置
き
、
胴
体
に
は
本
時
の
ト
ピ
ッ
ク
を
書
く
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
児
童
は
自
分
の
考
え
を
相
対
的
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、

異
な
る
観
点
か
ら
の
意
見
を
考
え
た
り
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
ど

の
意
見
が
望
ま
し
い
か
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
も
な
る
。
こ
こ
で

の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
様
々
な
視
点
か
ら
説
得
力
の
あ
る
意
見
を
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記
述
し
、
そ
れ
を
も
と
に
自
分
の
主
張
を
述
べ
る
こ
と
が
Ｓ
評
価

と
な
る
。

授
業
で
は
、
児
童
は
付
箋
紙
に
強
い
賛
成
、
賛
成
、
反
対
、
強

い
反
対
の
い
ず
れ
か
を
理
由
と
と
も
に
記
入
す
る
。
そ
の
際
、「
な

ぜ
な
ら
」「
つ
ま
り
」
と
い
っ
た
論
理
語
彙
を
な
る
べ
く
使
用
す
る

よ
う
に
働
き
か
け
る
。
そ
の
後
、
付
箋
紙
を
バ
タ
フ
ラ
イ
チ
ャ
ー

ト
に
貼
り
付
け
、
グ
ル
ー
プ
で
考
え
を
共
有
し
て
深
め
合
う
。
最

後
に
自
分
の
考
え
を
文
章
で
ま
と
め
、
振
り
返
る
。

振
り
返
り
の
文
章
に
、
あ
る
児
童
は
「
私
は
、
小
学
校
６
年
生

に
お
こ
づ
か
い
は
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
見
に
賛
成
で
す
。
な
ぜ

な
ら
、
好
き
な
も
の
を
買
え
る
の
に
加
え
、
好
き
な
物
を
買
う
と

い
う
こ
と
は
外
出
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
健
康
に
も
い

い
か
ら
で
す
。
ま
た
、
反
対
意
見
と
し
て
許
可
な
く
物
を
買
っ
て

し
ま
う
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
親
に
許
可
を
と
れ
ば

い
い
と
い
う
、
単
純
な
こ
と
で
解
決
で
き
る
か
ら
で
す
。（
以
下

略
）」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
文
章
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
児
童
は

「
賛
成
」
と
い
う
自
分
の
立
場
を
ま
ず
述
べ
て
、「
な
ぜ
な
ら
」
を

用
い
て
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
際
特
に
、「
反
対
意
見
と
し

て
…
意
見
が
あ
っ
た
と
し
て
も
」
の
よ
う
に
、
自
分
と
異
な
る
立

場
の
意
見
も
取
り
上
げ
、
そ
の
問
題
点
も
指
摘
し
な
が
ら
判
断
し

て
お
り
、
バ
タ
フ
ラ
イ
チ
ャ
ー
ト
お
よ
び
論
理
語
彙
を
活
用
し
な

が
ら
多
面
的
に
思
考
し
て
い
た
。

盻
体
育
　
４
年
生
「
育
ち
ゆ
く
体
と
わ
た
し
」（
分
析
す
る
、
関
連

づ
け
る
）睥

こ
の
授
業
は
、
思
考
ツ
ー
ル
を
教
科
学
習
の
時
間
に
お
い
て
も

使
用
し
な
が
ら
、「
分
析
す
る
」
お
よ
び
「
関
連
す
る
」
力
を
習
得

す
る
実
践
で
あ
る
。
単
元
は
５
時
間
扱
い
で
あ
り
、
本
授
業
（
５

時
間
目
）
の
ね
ら
い
は
「
体
が
よ
り
よ
く
育
つ
た
め
に
必
要
な
生

活
の
仕
方
を
、
調
和
の
と
れ
た
食
事
を
と
る
こ
と
、
適
度
な
運
動

を
続
け
る
こ
と
、
休
養
・
睡
眠
を
十
分
に
と
る
こ
と
と
関
係
づ
け

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
で
あ
る
。
児
童
は
自
分
の
生
活
に
つ

い
て
、
ボ
ー
ン
図
を
用
い
て
分
析
す
る
。
評
価
の
観
点
は
、「
食
事

や
運
動
、
休
養
・
睡
眠
と
関
連
付
け
て
、
体
が
よ
り
よ
く
育
つ
た

め
の
望
ま
し
い
生
活
の
仕
方
を
考
え
、
説
明
し
て
い
る
」
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
児
童
に
対
し
て
夏
休
み
の
生
活
を
見
直
さ
せ
る

た
め
に
、
架
空
の
「
花
子
さ
ん
」
に
関
す
る
文
章
を
教
師
が
準
備

す
る
。
提
示
さ
れ
た
文
章
を
読
み
、
花
子
さ
ん
の
夏
休
み
の
生
活

に
関
す
る
問
題
点
を
、
児
童
は
ボ
ー
ン
図
を
用
い
て
食
事
、
運
動
、

休
養
・
睡
眠
の
観
点
か
ら
分
析
す
る
。
例
え
ば
、
食
事
に
つ
い
て

は
「
朝
ご
は
ん
も
食
べ
ず
に
昼
ご
ろ
に
そ
う
め
ん
を
口
に
す
る
だ

け
」、
運
動
に
つ
い
て
は
「
一
日
中
ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
部
屋
に
い
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る
」、
睡
眠
に
つ
い
て
は
「
10
時
に
起
き
る
」
と
い
っ
た
内
容
が
あ

げ
ら
れ
る
。
そ
の
う
え
で
、
問
題
点
を
分
析
し
て
解
決
方
法
を
考

え
る
と
と
も
に
、
体
が
よ
り
よ
く
育
つ
た
め
の
生
活
を
確
認
す
る
。

そ
の
際
、
ボ
ー
ン
図
の
三
つ
の
観
点
に
そ
れ
ぞ
れ
吹
き
出
し
を
付

け
加
え
る
形
で
、
生
活
の
仕
方
の
改
善
点
や
継
続
し
て
取
り
組
む

べ
き
こ
と
を
考
え
る
。

次
に
、「
自
分
の
夏
休
み
の
生
活
を
ふ
り
か
え
ろ
う
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
同
様
に
児
童
は
ボ
ー
ン
図
に
記
入
す
る
。
ま
た
、「
よ
り

よ
く
育
つ
た
め
の
せ
い
か
つ
に
す
る
た
め
に
は
？
」
と
い
う
全
体

の
ま
と
め
と
な
る
ボ
ー
ン
図
の
空
欄
に
対
し
て
、
観
点
に
沿
い
な

が
ら
解
決
策
を
考
え
る
。
例
え
ば
あ
る
児
童
は
、「
早
寝
早
起
き
を

た
い
せ
つ
に
す
る
。
た
ん
ぱ
く
し
つ
や
ビ
タ
ミ
ン
、
カ
ル
シ
ウ
ム

な
ど
を
た
く
さ
ん
た
べ
る
。
３
〜
４
時
の
１
時
間
く
ら
い
外
で
あ

そ
ぶ
。
外
で
あ
そ
ぶ
と
光
を
あ
び
れ
る
か
ら
。
フ
ル
ー
ツ
な
ど
を

ほ
う
ふ
に
た
べ
る
。
成
長
す
る
た
め
に
ひ
つ
よ
う
。」
と
書
い
て
い

る
。
各
自
の
書
い
た
ボ
ー
ン
図
の
内
容
に
つ
い
て
全
体
で
確
認
し

て
か
ら
ま
と
め
を
行
う
た
め
、
最
後
の
ま
と
め
は
授
業
に
お
け
る

話
し
合
い
を
ふ
ま
え
た
考
え
で
あ
る
と
も
言
え
る
が
、
児
童
は
ボ

ー
ン
図
で
分
析
し
た
観
点
に
即
し
て
自
分
の
考
え
を
記
述
し
て
い

た
。

眈
社
会
　
８
年
生
「
近
畿
地
方
」（
構
造
化
す
る
）

睿

こ
の
授
業
も
、
教
科
で
あ
る
社
会
科
に
お
い
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
チ

ャ
ー
ト
を
用
い
て
「
構
造
化
す
る
」
力
を
習
得
す
る
実
践
で
あ
る
。

単
元
は
５
時
間
扱
い
で
あ
り
、
本
授
業
（
３
時
間
目
）
の
ね
ら
い

は
、「
京
都
や
奈
良
の
歴
史
的
な
景
観
が
保
護
さ
れ
て
い
る
理
由
に

つ
い
て
考
え
る
」
で
あ
る
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
チ
ャ
ー
ト
に
お
い
て
は
、

底
辺
か
ら
頂
点
に
向
け
て
「
事
実→

分
か
っ
た
こ
と→

主
張
」
と

い
う
流
れ
で
整
理
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
通
し
て

生
徒
は
自
分
の
考
え
を
構
造
化
し
て
、
根
拠
を
明
確
に
し
た
主
張

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

授
業
に
お
い
て
は
、
ま
ず
京
都
市
で
見
ら
れ
る
飲
食
店
の
看
板

の
写
真
を
見
て
、
外
観
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
る
。
そ
の
う
え
で
、

本
時
の
学
習
課
題
と
し
て
「
京
都
市
で
は
、
な
ぜ
目
立
た
な
い
看

板
が
多
く
見
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
背
景
を
探
ろ
う
」
を
提
示
す
る
。

次
に
、
京
都
市
の
景
観
写
真
と
他
の
都
市
の
景
観
写
真
を
比
較
し

な
が
ら
、
飲
食
店
の
看
板
の
違
い
、
電
柱
の
有
無
、
建
物
の
高
さ

の
違
い
、
デ
ザ
イ
ン
の
違
い
と
い
っ
た
観
点
か
ら
整
理
す
る
。
こ

れ
ら
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
チ
ャ
ー
ト
に
お
け
る
「
事
実
」
に
あ
た
る
。

そ
れ
と
と
も
に
、「
京
都
市
新
景
観
条
例
」
や
「
古
都
保
存
法
」
と

い
っ
た
法
律
や
条
例
に
よ
っ
て
、
都
市
全
体
の
景
観
が
保
護
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
。
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そ
の
一
方
で
、
実
際
の
看
板
や
外
観
は
、
こ
れ
ら
の
法
律
や
条

令
の
規
制
以
上
に
目
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
、

生
徒
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
考
え
る
。
例
え
ば
、
観
光
客
は
京
都

の
文
化
財
を
見
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
れ
に
調
和
し
た

景
観
が
観
光
客
の
増
加
を
呼
び
、
売
り
上
げ
に
つ
な
が
る
と
い
っ

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
景

観
に
配
慮
し
て
改
装
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
自
体
が
話
題
を

呼
ぶ
こ
と
も
理
由
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
事
実
を
ふ
ま
え
て
わ

か
っ
た
こ
と
を
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
チ
ャ
ー
ト
の
中
段
に
書
く
。

さ
ら
に
、
事
実
や
わ
か
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
京
都
や
奈
良

の
景
観
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
か
に
つ
い
て
の
主
張
を
、
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
チ
ャ
ー
ト
の
頂
点
に
ま
と
め
る
。
例
え
ば
、「
自
然
の
風

景
、
歴
史
的
な
価
値
な
ど
、
伝
統
が
あ
る
か
ら
そ
の
景
観
を
損
な

わ
な
い
よ
う
に
」
と
い
っ
た
記
述
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
こ
の
よ
う

に
、
事
実
を
ふ
ま
え
て
の
ま
と
め
、
さ
ら
に
は
そ
れ
に
も
と
づ
く

主
張
と
い
う
よ
う
に
、
思
考
過
程
を
論
理
的
に
つ
な
げ
る
と
と
も

に
、
そ
れ
を
視
覚
化
し
て
整
理
し
な
が
ら
京
都
市
の
景
観
の
特
徴

と
い
う
内
容
理
解
と
結
び
つ
け
た
点
が
特
徴
で
あ
る
。

４
　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
け
る
思
考
指
導
の
可

能
性

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
思
考
ス
キ
ル
の
指
導
を
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な

意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
可
能
性
と
課
題
に
つ

い
て
考
察
し
た
い
。

第
一
は
、「
思
考
」「
考
え
る
」
と
い
う
複
雑
な
営
み
を
ス
キ
ル

の
形
で
要
素
化
し
て
示
す
こ
と
で
あ
る
。
児
童
生
徒
は
何
ら
か
の

形
で
思
考
し
て
い
る
が
、
そ
の
様
式
や
質
お
よ
び
程
度
に
は
差
異

が
あ
る
。
そ
れ
ら
が
具
体
化
さ
れ
な
け
れ
ば
、
自
ら
の
思
考
が
正

し
い
の
か
、
質
や
程
度
は
高
い
の
か
を
自
覚
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ど
の
よ
う
に
改
善
す
れ
ば
良
い
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
は
教

師
に
と
っ
て
も
同
様
で
あ
り
、「
考
え
ま
し
ょ
う
」
と
言
う
以
上
に

ど
の
よ
う
に
指
導
し
評
価
す
れ
ば
良
い
か
が
見
え
て
こ
な
い
。
思

考
を
ス
キ
ル
と
し
て
要
素
化
す
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
思
考
す
れ
ば
良
い
か
を
具
体
的
に
指
導
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
。
ま
た
児
童
生
徒
も
、
ス
キ
ル
に
沿
っ
て
思
考
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
思
考
の
し
か
た
を
身
に
つ
け
る
。
さ
ら
に
は
、

自
分
や
他
者
の
思
考
に
つ
い
て
ス
キ
ル
に
照
ら
し
な
が
ら
質
や
程
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度
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
思
考
過
程
を
振
り
返
り
メ

タ
認
知
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

第
二
は
、
そ
の
よ
う
な
思
考
ス
キ
ル
を
、
教
科
学
習
の
基
盤
と

な
る
汎
用
的
能
力
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
論

理
的
思
考
力
は
、
国
語
に
お
い
て
は
説
明
的
文
章
の
読
解
で
、
算

数
・
数
学
に
お
い
て
は
証
明
問
題
の
解
決
で
そ
れ
ぞ
れ
扱
わ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
本
質
に
は
共
通
点
が
あ
り
、
汎
用
的
能

力
や
思
考
ス
キ
ル
は
、
各
教
科
に
と
ど
ま
ら
ず
「
考
え
る
時
間
」

の
よ
う
に
独
自
に
扱
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
総
合
的
な
学
習
の

時
間
は
そ
の
よ
う
な
学
習
に
適
し
て
い
る
と
と
も
に
、
身
に
つ
け

た
汎
用
的
能
力
を
説
明
的
文
章
や
証
明
問
題
の
学
習
に
活
用
す
る

こ
と
で
、
児
童
の
理
解
を
深
め
ら
れ
る
。
思
考
ス
キ
ル
の
系
統
性

に
つ
い
て
も
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
領
域
（
ス
コ
ー
プ
）
お
よ
び

基
礎
か
ら
発
展
ま
で
深
化
さ
せ
る
配
列
（
シ
ー
ク
エ
ン
ス
）
を
考

慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
教
科
と
は
異
な
る
独
自
の
内
容

を
組
織
で
き
る
。
特
に
、
思
考
ス
キ
ル
を
継
続
的
に
指
導
す
る
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、
小
中
学
校
９
年
間
を
通
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
開
発
す
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
れ
る
。

第
三
は
、
思
考
と
教
科
内
容
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
で
あ
る
。

教
科
指
導
に
お
い
て
思
考
は
手
段
で
あ
り
、
内
容
に
よ
っ
て
思
考

の
し
か
た
は
制
約
さ
れ
る
。
ま
た
児
童
生
徒
は
、
思
考
の
前
提
と

な
る
知
識
の
量
や
質
に
よ
っ
て
は
十
分
な
思
考
が
で
き
ず
、
自
分

の
思
考
を
展
開
し
た
り
振
り
返
っ
た
り
す
る
際
に
、
知
識
が
不
足

し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
思
考
ス
キ
ル
が
不
十
分
な
の
か
を
自

覚
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
知
識
の
系
統
性
を
重
視

す
る
教
科
に
お
い
て
は
顕
著
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
生
活
や
興
味
関
心

と
関
連
の
深
い
教
材
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
思
考
ス
キ
ル
の
系
統

性
を
ふ
ま
え
た
単
元
構
成
が
可
能
に
な
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
コ

ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
よ
う
に
経
験
や
生
活
を
学
習
の
中
心
に
置
い

て
、
学
問
に
も
と
づ
い
た
教
科
内
容
の
習
得
を
軽
視
す
る
わ
け
で

は
な
い
。
む
し
ろ
、
汎
用
的
な
思
考
ス
キ
ル
を
学
習
す
る
場
を
独

自
に
設
け
て
、
そ
れ
を
教
科
内
容
に
即
し
た
複
合
的
な
思
考
へ
と

つ
な
げ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
け

る
思
考
指
導
の
可
能
性
は
、
次
の
よ
う
な
限
界
や
課
題
も
有
し
て

い
る
。

第
一
は
、
思
考
ス
キ
ル
の
要
素
化
に
関
す
る
課
題
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
思
考
を
ス
キ
ル
と
し
て
要
素
化
す
る
試

み
は
国
内
外
で
以
前
か
ら
な
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
類
型
が

提
示
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
ス
キ
ル
は
無
数
に
あ
り
、
思
考
の

種
類
や
何
に
つ
い
て
の
思
考
か
と
い
う
主
題
に
よ
っ
て
、
整
理
の
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し
か
た
も
異
な
る
。
そ
の
一
方
で
、「
分
類
」「
比
較
」
の
よ
う
に

個
別
の
ス
キ
ル
を
独
立
し
て
指
導
す
れ
ば
、
複
雑
な
課
題
に
対
し

て
質
の
高
い
思
考
が
で
き
る
と
は
限
ら
ず
、
ス
キ
ル
を
何
ら
か
の

形
で
構
造
化
し
て
示
す
必
要
が
あ
る
。
思
考
ス
キ
ル
を
指
導
す
れ

ば
ど
の
よ
う
に
児
童
生
徒
は
思
考
す
る
の
か
と
い
う
、
本
質
的
な

問
題
に
立
ち
戻
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

第
二
は
、
思
考
ス
キ
ル
を
「
考
え
る
時
間
」
の
よ
う
に
独
立
し

た
分
野
あ
る
い
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
扱
う
こ
と
に
つ
い
て
で

あ
る
。「
考
え
る
時
間
」
は
ス
キ
ル
を
基
軸
と
し
た
単
元
編
成
を
し

て
お
り
、
内
容
に
よ
る
編
成
と
は
異
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
教
科
と
同

列
に
扱
う
こ
と
は
で
き
ず
、
授
業
に
お
い
て
内
容
習
得
と
ス
キ
ル

に
よ
る
思
考
と
が
両
立
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
総
合
的
な
学
習
の

時
間
も
内
容
に
関
す
る
総
合
性
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
ス
キ
ル

や
方
法
と
い
う
観
点
か
ら
組
織
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
教

科
横
断
的
な
資
質
・
能
力
と
は
、
複
数
の
教
科
に
お
い
て
そ
れ
ぞ

れ
扱
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
、
各
教
科
と
は
異
な
る
新
た
な
内

容
を
扱
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
れ
ら
の
い
ず
れ

で
も
な
い
ス
キ
ル
や
方
法
と
い
う
観
点
か
ら
組
織
す
る
の
か
に
よ

っ
て
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
位
置
づ
け
も
変
わ
っ
て
く
る
は

ず
で
あ
る
。

第
三
は
、
思
考
ス
キ
ル
を
指
導
す
る
際
に
扱
う
題
材
の
問
題
で

あ
る
。
学
問
的
知
識
の
系
統
性
を
重
視
し
な
い
と
し
て
も
、
ど
の

よ
う
な
題
材
を
扱
え
ば
、
児
童
生
徒
の
生
活
や
興
味
関
心
と
関
連

し
た
教
材
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
「
比
較
す
る
」
の
事
例
と

し
て
、「
ワ
ニ
と
キ
ュ
ウ
リ
を
比
べ
よ
う
」
と
い
う
実
践
が
あ
る

睾
。

ベ
ン
図
を
使
っ
た
作
業
を
通
し
て
、「
動
く
と
動
か
な
い
」「
水
辺

に
い
る
と
陸
に
い
る
」
と
い
っ
た
違
い
、「
緑
色
」
や
「
と
げ
が
あ

る
」
と
い
っ
た
共
通
点
、
さ
ら
に
は
「
食
べ
ら
れ
る
」
や
「
生
き

て
い
る
」
と
い
っ
た
、
児
童
間
に
よ
る
理
解
の
相
違
を
確
認
す
る

学
習
が
行
わ
れ
、
授
業
と
し
て
も
興
味
深
い
。
だ
が
、
そ
も
そ
も

ワ
ニ
と
キ
ュ
ウ
リ
を
な
ぜ
比
較
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
す
る

必
然
性
は
見
出
せ
ず
、
そ
れ
ら
は
比
較
し
や
す
い
題
材
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
一
方
で
、「
考
え
る
時
間
」
の

事
例
に
も
あ
る
よ
う
な
、
廊
下
を
走
る
人
が
多
い
、
あ
る
い
は
清

掃
を
時
間
内
に
き
れ
い
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
へ
の
解
決

策
を
考
え
る
と
い
っ
た
課
題
は
、
児
童
の
学
校
生
活
と
直
結
す
る

も
の
の
、
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
道
徳
や
特
別
活
動
の
授

業
で
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
児
童
生
徒
の
生
活
や
興
味
関

心
と
関
連
さ
せ
つ
つ
、
し
か
も
思
考
ス
キ
ル
や
題
材
を
深
化
さ
せ

る
授
業
を
実
践
す
る
こ
と
は
課
題
で
あ
る
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
け
る
思
考
指
導
は
、
思
考
が
複
雑

な
過
程
ゆ
え
ス
キ
ル
は
そ
の
手
が
か
り
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
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て
、
思
考
ス
キ
ル
の
指
導
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ル
と
と

も
に
、
教
科
や
生
活
場
面
を
通
し
て
、
ス
キ
ル
を
用
い
た
複
合
的

な
思
考
を
児
童
生
徒
に
経
験
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

授
業
は
、
関
西
大
学
初
等
部
や
春
日
学
園
以
外
で
も
行
わ
れ
て
い

る
。例

え
ば
、
熊
本
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
で
は
思
考
を
「
比

較
」「
分
類
」「
関
連
」「
類
推
」「
一
般
」「
具
体
」「
多
面
」「
統

合
」「
批
判
」「
反
証
」
の
10
の
考
え
方
に
分
け
て
、
各
教
科
や
教

材
の
特
質
を
ふ
ま
え
つ
つ
考
え
方
に
重
点
を
置
い
た
授
業
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
際
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
調
査
を
参
考
に
し

な
が
ら
、「
規
則
、
定
義
、
条
件
等
を
理
解
し
適
用
す
る
」「
必
要

な
情
報
を
抽
出
し
、
分
析
す
る
」「
趣
旨
や
主
張
を
把
握
し
、
評
価

す
る
」「
事
実
の
関
係
性
に
つ
い
て
洞
察
す
る
」「
仮
説
を
立
て
、

検
証
す
る
」「
議
論
や
論
証
の
構
造
を
判
断
す
る
」
と
い
う
活
動
か

ら
一
つ
を
選
ん
で
授
業
に
位
置
づ
け
た
点
も
特
徴
で
あ
る

睹
。

ま
た
新
潟
大
学
教
育
学
部
附
属
新
潟
中
学
校
で
は
、
思
考
ス
キ

ル
の
取
り
立
て
指
導
お
よ
び
汎
用
性
を
高
め
る
授
業
に
お
い
て
、

日
常
生
活
の
場
面
に
近
い
題
材
を
扱
っ
た
上
で
、
各
教
科
に
お
い

て
も
思
考
ス
キ
ル
を
活
用
し
た
授
業
を
実
践
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
３
つ
の
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
書
か
れ
た
情
報
カ
ー
ド
を
読
み

な
が
ら
特
徴
や
違
い
を
観
点
別
に
対
比
す
る
授
業
や
、
10
カ
国
の

国
旗
を
見
な
が
ら
「
星
と
三
日
月
」「
真
ん
中
に
丸
」「
一
部
に
同

じ
国
旗
が
描
か
れ
て
い
る
」
等
の
観
点
に
気
づ
か
せ
な
が
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
意
味
を
説
明
さ
せ
る
と
い
っ
た
取
り
立
て
指
導
の
実
践
が

あ
る
。
汎
用
性
を
高
め
る
授
業
に
つ
い
て
も
、
複
数
の
思
考
ス
キ

ル
を
用
い
な
が
ら
利
用
者
の
多
い
自
動
販
売
機
の
特
徴
に
つ
い
て

考
え
た
り
、
裁
判
員
裁
判
を
疑
似
体
験
し
な
が
ら
「
分
類
」「
帰

納
」「
仮
定
」「
演
繹
」「
類
推
」「
対
比
」
と
い
っ
た
各
ス
キ
ル
を

用
い
て
説
得
力
の
あ
る
主
張
を
行
っ
た
り
し
て
い
る

瞎
。

こ
の
他
に
、
授
業
内
容
に
即
し
て
独
自
の
思
考
ツ
ー
ル
を
開
発

し
た
実
践
も
あ
る
。
例
え
ば
、
４
年
生
の
社
会
科
「
地
域
の
発
展

に
尽
く
し
た
人
々
」
に
お
い
て
は
、
明
治
時
代
の
東
京
の
住
人
に

な
っ
た
つ
も
り
で
荒
川
の
洪
水
対
策
を
考
え
る
際
に
、「
同
心
円
チ

ャ
ー
ト
」
を
用
い
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
家
、
と
な
り
近
所
、
町

の
各
観
点
が
同
心
円
状
に
配
置
さ
れ
、
児
童
の
意
見
を
付
箋
紙
に

書
い
て
該
当
す
る
観
点
に
貼
っ
て
い
く
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、「
引

っ
越
す
」「
船
を
買
う
」
と
い
っ
た
「
家
」
に
偏
っ
て
い
た
意
見

が
、「
は
し
ご
で
道
を
作
る
」「
排
水
溝
を
多
く
す
る
」
と
い
っ
た

広
い
視
点
か
ら
思
考
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

瞋
。

同
様
の
実
践
は
、
滋
賀
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
で
も
行
わ

れ
て
お
り
、
例
え
ば
１
年
生
理
科
「
植
物
の
生
活
と
種
類
」
に
お

い
て
、
Ｙ
チ
ャ
ー
ト
と
ベ
ン
図
を
組
み
合
わ
せ
た
「
逆
Ｙ
ベ
ン
図
」
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を
開
発
し
て
、
松
と
ア
ブ
ラ
ナ
と
ツ
ツ
ジ
と
を
比
較
分
類
さ
せ
て

い
る
。
こ
れ
は
三
つ
の
円
を
組
み
合
わ
せ
た
ベ
ン
図
と
同
じ
構
造

で
あ
る
が
、
共
通
点
を
記
入
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
て
い
る
。
そ

れ
と
と
も
に
、
裸
子
植
物
で
あ
る
松
と
被
子
植
物
で
あ
る
ア
ブ
ラ

ナ
お
よ
び
ツ
ツ
ジ
と
の
間
に
は
種
子
が
あ
る
こ
と
以
外
に
共
通
点

は
な
く
、
結
果
的
に
空
白
部
分
が
大
き
く
存
在
す
る
こ
と
で
生
徒

に
違
い
を
強
く
印
象
づ
け
る
ね
ら
い
が
あ
る
。
ま
た
２
年
生
英
語

「
感
想
を
書
こ
う
」
に
お
い
て
も
、「
感
想
交
流
シ
ー
ト
」
と
呼
ば

れ
る
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
用
い
な
が
ら
、
印
象
に
残
っ
た
と
こ
ろ
、

読
ん
で
う
れ
し
か
っ
た
り
悲
し
か
っ
た
と
こ
ろ
、
驚
い
た
と
こ
ろ
、

興
味
を
も
っ
た
と
こ
ろ
の
四
つ
の
観
点
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
、

各
自
の
感
想
を
書
い
て
生
徒
間
で
交
流
し
て
い
る

瞑
。

こ
の
よ
う
に
、
思
考
ス
キ
ル
お
よ
び
思
考
ツ
ー
ル
を
用
い
た
授

業
は
広
が
っ
て
お
り
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
新
し
い
取
り
組

み
と
し
て
実
践
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
汎
用
的
な
資
質
・
能
力

を
直
接
指
導
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
見
ら
れ
た
内
容

の
総
合
性
と
は
異
な
る
授
業
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
筆
者
自
身
が
構
想
に
関
わ
り
実
践
さ
れ
た
小
中
一

貫
校
（
義
務
教
育
学
校
）
に
お
け
る
「
考
え
る
時
間
」
の
授
業
に

つ
い
て
、
そ
の
理
念
や
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。「
考
え
る
時
間
」

に
お
い
て
は
、
８
種
類
の
思
考
ス
キ
ル
を
中
心
に
、
特
定
の
思
考

ス
キ
ル
に
焦
点
化
し
た
授
業
が
開
発
さ
れ
た
。
授
業
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
考
ス
キ
ル
に
対
応
し
た
思
考
ツ
ー
ル
を
用
い
て
、

図
示
化
な
ら
び
に
視
覚
化
し
て
学
べ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
た
り
説
明
し
た
り
と
い
っ
た
言
語
化
の
手

が
か
り
と
な
る
論
理
語
彙
も
開
発
さ
れ
て
、
話
し
合
い
の
し
か
た

も
整
理
さ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
は
各
教
科
に
お
い
て
も
活
用
さ

れ
、
教
科
内
容
に
即
し
て
思
考
ツ
ー
ル
を
用
い
た
授
業
が
実
践
さ

れ
た
。

知
識
基
盤
型
社
会
に
お
け
る
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
指
し
た

本
実
践
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
知
識
の
習
得
を
軽
視
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
知
識
を
習
得
す
る
た
め
に
反
復
や
暗
記
を
中
心
と
し

た
学
習
で
は
、
児
童
生
徒
は
学
び
の
お
も
し
ろ
さ
を
見
出
せ
な
い

と
と
も
に
、
結
局
の
と
こ
ろ
負
担
を
感
じ
て
知
識
の
定
着
も
不
十

分
に
な
り
か
ね
な
い
。
思
考
し
理
解
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
知
識

を
日
常
生
活
や
社
会
と
結
び
つ
け
て
学
ぶ
楽
し
み
や
意
欲
を
感
じ

る
こ
と
が
、
知
識
の
定
着
に
も
つ
な
が
り
、
活
用
や
探
究
学
習
の

基
盤
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

知
識
や
技
術
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
、
与
え
ら
れ
た
作
業
を
言
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わ
れ
た
通
り
に
遂
行
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
で
は
コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い
機
械
や
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
動
で
行
う

と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
単
純
な
作
業
は
少
な
く
な

り
、
複
雑
な
問
題
解
決
や
ア
イ
デ
ア
・
創
造
性
、
お
よ
び
実
行
力

が
求
め
ら
れ
る
。
学
力
調
査
や
入
学
試
験
も
こ
の
よ
う
な
方
向
に

向
か
っ
て
お
り
、
思
考
ス
キ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
資
質
・
能
力
を

育
成
す
る
授
業
は
、
い
っ
そ
う
重
要
と
な
る
に
ち
が
い
な
い
。
総

合
的
な
学
習
の
時
間
に
つ
い
て
も
、
教
科
横
断
的
な
内
容
の
授
業

開
発
だ
け
で
な
く
、
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
題
材
を
扱
う
か
を
考
え
る
こ
と
が
、
今
後
は
求
め
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。

本
稿
で
は
、「
考
え
る
時
間
」
が
構
想
さ
れ
る
経
緯
お
よ
び
授
業

の
概
略
を
示
す
に
と
ど
ま
り
、
実
際
の
授
業
に
お
い
て
児
童
生
徒

が
ど
の
よ
う
に
活
動
し
た
か
に
つ
い
て
の
分
析
は
で
き
な
か
っ
た
。

思
考
ス
キ
ル
が
ど
の
よ
う
に
育
成
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
の
検
証

と
と
も
に
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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